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1. はじめに
本プロジェクトの目的の一つは『河川および地下水による激海湾への物質負荷量の評価』である。
その目的を達成するためには、陸から海への地下水流出量の定量的評価を行うことが必要である。そ
こで黄河流域から激海湾への地下水流出量の定量的評価を行うために、黄河河口域沿岸において海底
からの地下水湧出量の測定を行った。研究手法はシ一ページメータを用いた地下水湧出量の測定およ
び CTセンサーによる湧出水の電気伝導
度の測定であり、測定期間は 2004年 9
月 16日～21日、2005年 5月2日～5月
7日と 2回の観測を行った。測定地点に
ついては、 2本の測線を設け（Line-A、
Line-B）、各測線において 500m毎に 5
地点ずつ測器の設置を行い（Al～A5（陸
より 500m、lOOOm、1500m、2000m、
2500mの地点）、 B2～B6（海岸線より
lOOOm、1500m、2000m、2500m、3000m
の地点））測定を行った（図 1）。
2.測定結果
パ
図 1.調査地域概要図
測定の結果、測定を行った全地点において地下水湧出が確認された。それらの結果の平均値を図 2
に示す。それを見ると各地点の地下水湧出量は地点により大きく異なり 、沖へ向かうほど湧出量は減
少するなどの傾向は見られない。特に高い湧出量が得られている地点は、 A2（海岸から lOOOm）、
A4 (2000m）である。また図2の結果より、陸から 3250mまでの距離を対象として、単位海岸線あ
たりの地下水湧出量の算出を行った。方法は、得られた地下水湧出量のそれぞれの値に、その測定地
点が対応する距離を乗じて（Alであれば 750m、A2であれば500m(2004年 9月）、図 3参照）、
それらを合計し単位海岸線あたりの湧出量を算出した（図 3）。その結果、 2004年9月にはラインA
では 1905.3m2/d、ライン Bでは 1035.lm2/dという結果が、また、 2005年 5月にはラインAでは
1324.9m2/d、ラインBでは646.4m2/dとしづ結果がそれぞれ得られた。2004年9月と 2005年 5月
の結果を比較すると、全体的に 2004年度の方が高い湧出量が得られている。図4は2003年9月か
ら2005年 9月までの黄河流量（利津）であるが、2005年 5月よりも 2004年 9月の方が流量は大
きい。またデ、ルタ班で、は黄河デ、ルタ地域の複数の井戸において地下水位の連続測定を行っているが、
その結果も黄河流量と同様に、2004年9月の方が高い水位を示している。これらの影響により、2004
年9月の方が高い海底地下水湧出量が得られたものと考えられる。また、ラインAとラインBの結
果を比較すると、 2004年 9月 ・2005年 5月ともにラインAの方が高い湧出量が得られている。こ
の原因については未だ明らかにされていないが、地下水流出に影響を与える要因としては、湾の形状
や波などの要因が考えられるため、そのような要因の影響を受けやすい地点にあるか否かによるもの
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